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南会津高校を核核とした地域人材育成事業

南会津高校
魅力化ビジョン▼

　

令
和
７
年
度
は
、
総
務
省
の
地
域
力

創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
を
活
用
し
、

本
事
業
の
方
針
と
な
る
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
に
取
り
組
む
た
め
、
計
４
回
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
南
会
津
高
校
の
生
徒

や
教
員
を
は
じ
め
、
田
島
地
域
の
中
学

校
の
生
徒
・
教
員
、
地
域
住
民
、
行
政

が
参
加
し
、意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
率
直
な
意
見

が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
で
、
若
者
が
地
域

と
つ
な
が
り
続
け
る
た
め
に
必
要
な
環

境
や
ど
う
い
っ
た
形
で
高
校
を
支
援
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
な
ど
、
多
角
的

な
視
点
か
ら
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

み
ん
な
で
描
い
た

南
会
津
高
校
の
未
来

　

こ
う
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ

て
、本
事
業
の
今
後
の
方
針
と
な
る「
南

会
津
高
校
魅
力
化
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
完
成

し
ま
し
た
。

南
会
津
高
校
魅
力
化

ビ
ジ
ョ
ン
の
完
成

　

策
定
し
た
「
南
会
津
高
校
魅
力
化
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
、
生
徒
の
学
習
や

放
課
後
時
間
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
地
域

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
、
公
営
塾

の
設
置
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

高
校
・
行
政
・
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

等
が
参
画
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

を
組
織
し
、
南
会
津
高
校
の
魅
力
向
上

と
地
域
の
将
来
を
担
う
人
材
の
育
成
に

向
け
、
継
続
的
に
協
議
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
す
。

今
後
の
取
組

ワークショップに参加した皆さん

　本町では、町内唯一の高校である南会津高校が町内外から選ばれる学校になるため、令和７年度から「南会津高
校を核とした地域人材育成事業」に取り組んでいます。
　本事業は、地域の特性を活かした高校づくりや教育環境の整備を支援し、地域の将来を担う若者の育成を図るも
のです。本号では、令和７年度の事業内容と、今後の取組についてご紹介します。

【問合せ】　総合政策課  企画政策係　電話  0241-62-6210

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
南
会
津
高
校
が

町
内
外
か
ら
選
ば
れ
る
学
校
に
な
る
こ

と
を
目
指
す
と
と
も
に
、
学
校
と
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
若
者
の
学
び
と
成
長

を
支
え
、
地
域
の
将
来
を
担
う
人
材
を

育
て
て
い
く
た
め
の
指
針
と
な
る
も
の

で
す
。

田島中学校
鈴木  ゆめか  さん

　今までのワークショッ
プを通して、いろいろな
世代の人の考えや意見を
聞いたりして、とても勉
強になりました。南会津
をもっと良くしていきたい
なと思いました。 田島中学校

星  綾
あ や か

香  さん

　南会津高校生や、大人
の人達と「南会津町を良
くするためには」や「身
に付けたい力」などを話
し合ってとても貴重な体
験でした。特に印象に残っ
ているのは、学生だけの
グループで自分のやって
みたいことや、将来のこ
とを話し合ったことです。

インタビューインタビュー 参加した生徒の皆さんにお話を聞きました。

荒海中学校
八木橋  真

ま し お
汐  さん

　ワークショップと聞いて
難しいイメージがあり、不
安でしたが、同じ中学生
でも違う考えがあったり、
地域の方々や先生方の意
見も聞けたりして、とても
楽しかったです。
　今までなかなか自分の
意見を話すということで
は消極的になっていまし
たが、ワークショップを
通して意見を話すことの
大切さを知ることができま
した。南会津町には今ま
で以上に活気のある町に
なってほしいです。

　 南 会 津 町 の ワ ー ク
ショップに参加し、地域
の魅力や課題を多角的に
捉える大切さを実感しまし
た。住民同士の意見交換
から、新たな発想や連携
の可能性が生まれること
に希望を感じました。
　今後は、具体的な行動
につながり、若者や外部
人材も関わりながら持続
的な地域づくりが進むこ
とを期待したいです。ワー
クショップとても楽しかっ
たです。 

南会津高等学校
湯田  悠

ゆうせい
誠  さん


